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　兵庫県保険医協会神戸支部の会員の皆様、明けましておめでとうございます。

　昨年は協会活動にご賛同、ご協力を頂きありがとうございました。本年も宜しく

お願い致します。

　さて、この挨拶文を書いておりますのは、年末の 12 月 13 日であります。今日は

コロナの感染者数も兵庫県で２人、全国でも新規感染者数は 29 人と落ち着いており

ます。オミクロン株も徐々に感染者数も増えてきており、余談を許すことはできま

せんが、国内では諸外国に比べ、感染者数は今のところ、落ち着いております。

　ワクチン接種の方も政府と医療従事者のご尽力の結果、日本国民の 8 割近くの方

が 2 回接種を終わられ、昨年 12 月からは 3 回目のブースター接種も始まっておりま

す。

昨年の少々、先の見えない暗かった正月に比べ、今年は少し違った初日の出を拝め

たのではないでしょうか？

　今年の干支は虎であります。

　虎といえば、関西では阪神タイガースでありますが、今年は失速せず、日本シリー

ズではオリックスバッファローズと対戦の関西シリーズが見たいものです。

　虎の故事で「虎穴に入らずんば虎子を得ず。」というのがあります。

　その意味は危険な事もあえてしなければ、大きな成功は得られないという例えで

すが、神戸支部では今年の診療報酬改定の研究会は農業会館で半分の定員で行うと

いうことが現段階で決定しております。感染対策を万全に期して開催したいと思っ

ていますが、新たな変異株が現れ「前門の虎、後門の狼」とならないように、初詣

のお願いをしておきたいと思うこの頃です。

4 2022 年 1 月 25 日 ( 毎月３回５･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年６月 12 日第三種郵便物認可　年間購読料 12,000 円 ) 号 2

兵庫県保険医協会　　　

神戸支部ニュース
発行　兵庫県保険医協会神戸支部
〒 650-0024　神戸市中央区海岸通 1-2-31　神戸フコク生命海岸通ビル５Ｆ
                　　　　兵庫県保険医協会　TEL078-393-1801　FAX078-393-1802

 352 号

 2022 年 1 月 25 日付

1

保険請求事務講習会(医科・初級) 

◆プログラム 

保険診療とは/窓口業務/点数の解説/薬剤料の計算/ 

診療報酬請求の実務/レセプト作成実習と解説(外来分) 

◆定 員  

※協会の会員医療機関のみのお申し込みとなります。 

未入会の場合は、入会手続きの上でお申し込みください。 

●来場参加･･･40人 

※申込順。定員超過の場合、１医療機関の参加人数を制限させていただく場合がございます。予め

ご了承ください。 

※新型コロナウイルス感染状況によっては、来場参加を中止し Zoom 参加のみとさせていただく場

合がございます。予めご了承ください。 

●Zoom参加･･･100 人 

◆参加費  

来場・Zoom参加いずれも１人につき 7,000円 （テキスト・資料代含む） 

※来場参加者で昼食弁当（お茶付）を希望の方は、別途 1,000 円 

【Zoom 参加の申し込み】 

右記の QRコード又は URL からお申し込みください。 

 

 

 

※請求書・振込用紙とテキスト・資料は、講習会１週間前を目途に郵送いたします。 

【来場参加の申し込み】 

３面の申込用紙でお申し込みください。 

◆ 日 時 

2 月 20日（日）10 時～15時 ※昼食休憩あり 

◆ 会 場 

兵庫県保険医協会５階 (JR「元町駅」東口から南へ徒歩８分) 

※医療機関やご自宅等からの Zoom 視聴参加も可能 

https://bit.ly/3K6RSZG 

　  ２０２２年　新年のご挨拶

「虎穴に入らずんば虎子を得ず」

神戸支部長　田中　孝明
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　2022 年 1 月 17 日（月）、阪神・淡路大震災から 27 年。ピフレ新長田会議室にて協

会神戸支部も参加する震災復興長田の会主催の長田メモリアル企画が開催された。

　毎年恒例行事であった長田震災メモリアル集会もコロナの影響で開催できない年

が続き、今年は 2 年ぶりの開催となった。神戸市議会議員の森本真氏が講演し、今

後の長田の新長田再開発の検証から「ひと・まち・くらし」はいかにあるべきかを

議論する内容であり 39 人が参加した。

　森本氏は被災後 2 か月で決定した早すぎる復興都市計画は被災者を無視する巨大

開発だったと振り返り、昨年放送されたニュース番組を紹介しながら神戸市が昨年

行った検証報告書の内容を解説。新長田駅南地区でつくられたテナント 6 万 7000 ㎡

のうち 3 万 9000 ㎡が売却できず 326 億円の赤字と

なっているが、この原因として、高すぎる再開発

ビルの店舗価格にもとの場所での生業再建をあき

らめた被災者が多くいたことがあり、また何とか

店舗を購入した被災者も毎月かかる莫大な共益費

の負担に苦しんでいると紹介した。

　集会後は、森本氏の案内で、再開発地域を歩いた。

商店街の茶葉販売店の店主から話を聞き、店主は

復興再開発計画について「商店街としての本来の機

能を充実させて規模を小さくして再開発をするべき

だった」と訴えた。

　商店街としての本来の機能とは住民と商店が寄り添い合い、安心して商店を利用

してもらえることで、「昔のように小さくていいから人々の思いがつながる商店が

戻ってきてほしい。」と胸の内を語った。

　森本氏は、この長田の再開発計画は明らかに失敗だったが、商店街で商売してい

る方がいる以上は今後も商売が継続できるよう改善が必要で、この長田の失敗を教

訓にして今後の災害では生活を続けていけるような復興が行えるよう役立ててほし

いと語った。
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　神戸支部も加盟する中央区社会保障推進協議会 ( 中央区社保協 ) は 11 月 25 日、協会会議室

で 2021 年度総会を開催した。会長には南鉄雄氏（元全国社会保険診療報酬支払基金労働組合

兵庫支部執行委員長）を再任したほか、国保料問題や介護保険問題など、引き続き社会保障各

分野での改善運動を進めていくことを確認した。

　記念学習会では協会副理事長の武村義人先生（県社保協会長、

中央区社保協副会長）が、「新自由主義からの脱却と低医療費政策の転換」をテーマに講演。

長田震災メモリアル集会

教訓を生かした災害復興を
兵庫県保険医協会 保険請求事務講習会（医科・初級） 

【来場参加の申し込み】FAX 078－393－1820 
     「修了証書」を発行しますので、お名前は正確にご記載ください。 
 

（ふりがな） 
参加者氏名 

医療事務の経験年数 
（講習会時点） 

昼食弁当(1,000 円) 
希望の方は☑ 

備 考 

 

 年   ヶ月 
□ お弁当希望   

 

 年   ヶ月 
□ お弁当希望 

 
 

 

 年   ヶ月 
□ お弁当希望 

 
 

 
※お申し込みいただいた方には、「受付確認通知」を FAX送信します。また、講習会１週間
前頃に「参加確認および実施要綱」を FAXでお送りしますので、当日ご持参ください。 

※資料・テキストは当日受付にて配布いたします。事前に郵送をご希望の方は事務局までご
連絡ください。 

※参加費は講習会当日に受付にて徴収します。 

 

地区(市区町)            医療機関名                                    

 

ＴＥＬ                               ＦＡＸ                               

 

 

神戸支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお

寄せください。

ご投稿は

　TEL078-393-1840　/　FAX078-393-1820

　e-mail　shima-i@doc-net.ne.jp

　　　　　　　　　　　　　　　へお寄せください！

「ひと・まち・くらし」はいかにあるべきか講演を行い参加者と議論した

集会後は再開発地区を歩き

商店主から話を聞いた


